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平
成
十
六
年
度
に
お
い
て
全

庁
体
制
で
検
討
し
、
町
議
会
に

お
い
て
も
議
員
全
員
協
議
会
で

の
了
承
を
得
て
、
本
町
に
お
け

る
行
財
政
改
革
計
画
と
今
後
十

年
間
の
財
政
計
画
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
は
、「
鹿
部

町
行
革
元
年
」
と
位
置
付
け
し
、

計
画
に
則
り
行
財
政
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

計
画
は
、「
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
副
題
と
し
て
、
文
章

で
書
か
れ
た
も
の
と
、
十
年
間

の
財
政
推
計
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
町
の
事
業
計
画

で
は
、
国
道
バ
イ
パ
ス
に
よ
り

移
転
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

老
人
い
こ
い
の
家
の
建
て
替
え

と
、
設
置
か
ら
十
八
年
が
経
過

し
た
防
災
行
政
無
線
設
備
の
更

新
、
更
に
は
、
平
成
十
六
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
鹿
部

漁
港
の
総
合
衛
生
管
理
対
策
事

業
、
本
別
漁
港
の
広
域
水
産
物

供
給
基
盤
事
業
等
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
八
年
の

駒
ケ
岳
小
噴
火
後
に
始
ま
っ
た

国
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
行

っ
て
い
る
駒
ケ
岳
演
習
場
障
害

防
止
事
業
も
引
続
き
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
外

の
新
た
な
施
設
の
整
備
等
は
、

原
則
と
し
て
行
わ
な
い
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ゴ
ミ
最
終
処
分
場
に

つ
い
て
は
、
搬
入
量
の
減
少
と

資
源
ゴ
ミ
の
分
別
で
施
設
の
延

命
を
図
っ
て
参
り
ま
す
が
、
今

後
の
搬
入
状
況
の
推
移
を
見
な

が
ら
整
備
計
画
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
整
備
に
向
け

て
基
金
造
成
も
行
い
ま
す
。

　

組
織
改
革
で
は
小
さ
な
役
場

を
基
本
に
、
組
織
の
ス
リ
ム
化

と
人
件
費
の
削
減
や
研
修
に
よ

る
職
員
の
質
的
向
上
等
を
目
指

し
て
お
り
、
五
月
に
は
、
組
織

改
革
と
そ
れ
に
伴
う
人
事
異
動

を
行
っ
て
、
教
育
委
員
会
も
含

め
２
課
２
室
の
統
廃
合
と
収
入

役
制
度
の
廃
止
と
そ
れ
に
伴
っ

て
出
納
室
の
新
設
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
は
、
本
町
だ
け

に
止
ま
ら
ず
、
他
の
自
治
体
や

北
海
道
、
更
に
は
国
に
お
い
て

も
進
め
ら
れ
て
い
て
、
国
か
ら

は
具
体
的
な
取
組
を
集
中
的
に

実
施
す
る
た
め
平
成
十
七
年
度

を
起
点
と
し
二
十
一
年
度
ま
で

の
五
年
間
の
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本

町
計
画
の
「
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
に
「
鹿
部
町
行
財
政

改
革
集
中
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

〇
昭
和
六
十
一
年

　

第
一
次
鹿
部
町
行
政
改
革
大
綱

〇
平
成
八
年

　

新
た
な
行
政
改
革
大
綱

〇
平
成
十
三
年

　

新
行
政
改
革
大
綱

　

・
組
織
改
革

　
　
　

十
七
年
度
で
実
施

　

☆
収
入
役
制
度
の
廃
止

　

☆
２
課
１
室
減

４　

給
与
の
適
正
化

　

十
七
年
度
で
実
施

　

・
特
別
職
の
給
与
の
見
直
し

　

・
管
理
職
手
当
の
削
減

　

・
管
理
職
特
別
手
当

　

・
議
員
の
報
酬
等
の
見
直
し

　

・
各
種
委
員
の
報
酬
見
直
し

　

・
人
事
運
営
の
状
況
の
公
表

　
　
　
　

条
例
の
制
定
・
実
施

　

・
人
材
育
成
の
推
進

５　

経
費
の
節
減
等
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

財
政
の
健
全
化

　

・
各
種
団
体
の
補
助
金
等
の

　
　

整
理
合
理
化

　

・
旅
費
の
見
直
し

　

・
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
削
減

６　

そ
の
他

　

・
公
営
企
業
（
水
道
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　

の
健
全
化

　

☆
経
営
改
革
の
推
進

　

☆
定
員
管
理
・
給
与
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
正
化

　

☆
経
費
節
減
に
よ
る
健
全
化

　

・
地
域
協
働
の
推
進

　

・
公
正
の
確
保
と

　
　
　
　
　
　

透
明
性
の
向
上

　

・
行
政
手
続
法
の
有
効
活
用

　

集
中
プ
ラ
ン
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
、
次
の
６
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

事
務
・
事
業
の
再
編
・
整

理
、
廃
止
・
統
合

　

・
事
務
・
事
業
等
の
見
直
し

整
理
合
理
化
を
進
め
る
。

　

・
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

導
入

　
　

二
十
年
度
導
入
を
目
指
す
。

２　

民
間
委
託
等
の
推
進

　

・
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

等
十
七
年
度
で
一
施
設
実

施
十
八
年
度
で
一
施
設
検

討
二
十
一
年
度
ま
で
に
施

設
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

３　

定
員
管
理
の
適
正
化

　

・
定
員
適
正
化
計
画
の
策
定

　
　

二
十
一
年
度
ま
で
に
職
員

数
を
八
。
六
％
（
六
名
）

削
減
す
る（
十
六
年
度
比
較
）

�������	
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１７年度から５年間分の行財政改革をまとめたプランです。
☆　事務・事業の再編・整理、廃止・統合
☆　民間委託の推進
☆　定員管理の適正化
☆　給与の適正化
☆　経費の節減合理化
☆　各種団体補助金の適正化
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備考年度末年度中増減年度中異動年度当初区分
合計計一般職管理職普通退職定年退職採用者合計一般職管理職年度
７０－２－１－１－２－１１７２４９２３１６
６６－４－１－３－３－１０７０５０２０１７
６６００００－１１６６４９１７１８
６５－１２－３０－３２６６４９１７１９
６４－１１－２０－３２６５５１１４２０
６４０３－３０－３３６４５２１２２１

�������	
�
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備考年間節減額割合差額改正額現行額区分 計共済費手当給料
－１，７９８，９２５－４１７，０６５－４０９，８６０－９７２，０００１０％減－８１，０００７２９，０００８１０，０００町長
－１，０１９，６０５－２４３，３７４－２３０，２３１－５４６，０００７％減－４５，５００６０４，５００６５０，０００助役
－９２５，４８５－２２０，９０６－２０８，９７９－４９５，６００７％減－４１，３００５４８，７００５９０，０００教育長
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備　　考年間節減額差　　　額改正額現行額区　　　　分 計手当報酬
－３１７，２００－５，２００－３１２，０００約１０％減－２６，０００２３９，０００２６５，０００議長

報酬 －２４４，０００－４，０００－２４０，０００約１０％減－２０，０００１８５，０００２０５，０００副議長
－２１９，６００－３，６００－２１６，０００約１０％減－１８，０００１６７，０００１８５，０００委員長
－２０７，４００－３，４００－２０４，０００約１０％減－１７，０００１５８，０００１７５，０００議員

－１，５７７，０００－１，５７７，０００－０．２月４．０月４．２月額の引き下げ期末
手当 －１５／１０００１５／１００加算率の廃止
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備考年間節減額差額改正案現行額区　　　　　　　　　　　分
－１，４９４，５５２２％１０％１２％課　長　職

管理職手当の削減 －９０３，９１２２％８％１０％課長補佐職
－２，３９８，４６４計

－１，０００５，０００６，０００６時間未満
管理職特別勤務手当の削減 －２，０００１０，０００１２，０００６時間以上１０時間未満

－３，０００１５，０００１８，０００１０時間以上

備考年間節減額差額改正案現行額区　　　　　　　　分
－８，８００－８，８００２１３，２００２２２，０００年額　委員長教育委員会委員 －２１，６００－７，２００１７２，８００１８０，０００年額　委　員
－１２，０００－１２，０００２８８，０００３００，０００年額　知識経験者監査委員 －８，０００－８，０００１９２，０００２００，０００年額　議会選出
－４，３００－４，３００１０３，７００１０８，０００年額　委員長選挙管理委員会委員 －１０，８００－３，６００８６，４００９０，０００年額　委　員
－１，８００－６００５，４００６，０００１７時まで日　　額固定資産評価審査委員会委員 －１，８００４，２００１７時以降

－６００５，４００６，０００１７時まで日　　額付属機関の委員その他の構成委員 －１，８００４，２００１７時以降
－４２６，０００－２１３，０００１５０，０００３６３，０００学校医・学校歯科医（小学校）年額

その他の非常勤特別職の委員

－２１６，０００－１０８，０００１００，０００２０８，０００学校医・学校歯科医（中学校）年額
－１４４，０００－７２，０００８０，０００１５２，０００学校医・学校歯科医（幼稚園）年額
－１８，０００－６，０００１０，０００１６，０００学校薬剤師（１校・１園につき）年額

１６９回－１０１，４００－６００５，４００６，０００１７時までその他の委員 ５５回－９９，０００－１，８００４，２００１７時以降
－９６０，０００廃止・定数減となった委員

２，０３２千円－２，０３１，７００合　　　　　計
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※会議に出席する度に支払われていた費用弁償についても、支給しないこととなりました。（平成１６年度予算額　１，０１２千円）
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森
地
区
安
全
運
転
管
理
者

協
議
会
及
び
函
館
地
区
安
全

運
転
管
理
者
事
業
主
会
森
支

部
主
催
に
よ
る
、「
冬
道
安

全
運
転
講
習
会
」
が
、
１
月

　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日

２７

２９

間
、
町
内
の
エ
ア
フ
ラ
イ
ト

ジ
ャ
パ
ン
（
株
）
敷
地
内
の

特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
で
は
、
わ
だ

ち
走
行
・
ア
イ
ス
バ
ー
ン
・

カ
ウ
ン
タ
ー
ス
テ
ア
（
逆
ハ

ン
ド
ル
）・
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行

等
様
々
な
冬
道
で
必
要
な
運

転
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
道
警
交
通

機
動
隊
員
、
森
自
動
車
学
校

教
習
指
導
員
か
ら
約
１
７
０

人
の
参
加
者
が
一
人
一
人
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
冬
道
の

特
徴
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
習
成
果
を
発
揮
し
、
冬

の
事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し

ょ
う
。
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　新年度の始まりに先立って、２月８日に３
歳児が１日入園を体験しました。
　幼稚園に来ることを楽しみにしているお友
達や、緊張気味にお母さんの手をギュッと握
ってやってきたお友達がお遊戯室に集まりま
した。
　園長先生のお話を聞いたり、紙芝居を見て
いるうちに幼稚園にも慣れ、お母さんと離れ
てお部屋に移動することも出来ました。



���������（５）
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　１月２６日（木）におこなわれました３歳児健診で、次のお子さんはむし歯が１本もありませんでし
た。これからも歯みがきを頑張って、むし歯を作らないようにしましょう。

（宮浜）佐藤　快音
保護者　佐藤　　僚

（宮浜）平井　麻椰
保護者　平井　優充

（宮浜）大住　真弥
保護者　大住　真人

（宮浜）平野　吉晃
保護者　平野　吉弘
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去
る
２
月
７
日
（
火
）
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
鹿
部
町
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る
男

の
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
今
年
で
６
回
目
で
、

こ
れ
ま
で
に
基
本
的
な
ご
飯
の
炊

き
方
、
鮭
や
カ
レ
イ
、
イ
カ
の
さ

ば
き
方
な
ど
、
地
場
産
の
魚
介
類

を
使
っ
た
料
理
を
中
心
に
教
室
を

開
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、

旬
の
ご
っ
ご
を
使
っ
た
ご
っ
ご
汁

と
ホ
タ
テ
を
使
っ
た
料
理
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、　

〜　

代
の
男
性　

５０

７０

１１

名
が
参
加
し
、
初
め
て
ご
っ
こ
を

調
理
す
る
方
は
、「
な
か
な
か
身

が
切
れ
ず
難
し
い
」
と
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
一
生
懸
命
さ
ば
い
て
い

ま
し
た
。

　

ホ
タ
テ
を
使
っ
た
料
理
で
は
、

��
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
��

ホ
タ
テ
ご
飯
、
ホ
タ
テ
の
ひ
も
の

和
風
サ
ラ
ダ
、
ホ
タ
テ
の
卵
の
と

も
和
え
の
３
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

ホ
タ
テ
の
ひ
も
や
卵
は
、
日
頃

粗
末
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
無
駄
な
く

食
べ
ら
れ
る
た
め
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
も
「
お
い
し
い
」
と
試
食
し

て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
参
加
者
か
ら
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
、
も
っ
と
回
数
を

増
や
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、

今
後
も
、
地
場
産
品
を
利
用
し
た

料
理
や
、
健
康
を
考
え
た
食
生
活

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

次
の
機
会
に
は
皆
さ
ん
是
非
ご
参

加
下
さ
い
。

（鹿部）佐久間駿汰
保護者　佐久間　透

�������	
�������������	
������

（宮浜）稲葉　秀征
保護者 稲葉　秀雄

（本別）村田　幸洋
保護者 村田　昌之

（鹿部）工藤　妃加
保護者 工藤　秀俊

（宮浜）気田　英征
保護者 気田　勝巳

（宮浜）浅利ほのか
保護者 浅利　昌彦

（宮浜）稲葉みなみ
保護者 稲葉　　忍
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����������������������� !����
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　従来の「燃やせるゴミ」「燃やせないゴミ」「空き缶」「空きビン」「ペットボトル」「白色トレ
イ・発泡スチロール」「紙パック・段ボール・新聞・雑誌」の７項目に加えて、レジ袋や卵のパッ
クなどの�������	
���、お菓子の空き箱などの紙製容器包装やチラシ、ダイレクト
メールなどの�������を新たに分別収集します。※先月号でお知らせしました、「紙製容器
包装」は、『その他紙類』として出してください。

　これまで町内全域同一日に収集していましたが、「大岩・宮浜・駒見」と「鹿部・本別」の２地
区に分け、それぞれ下記のとおり収集を行います。

�������	
��
���������	
����

����������	

�������	
�������

����������������

����������	
�
	��

��������	�
�����

�����������	
��

�������	
���������

��������	
��

収　集　地　区
袋の色分　別　項　目

�������������

毎週月・木曜毎週火・金曜青色燃やせるゴミ
第２・４月曜第１・３月曜赤色燃やせないゴミ
第４水曜第２水曜緑色空き缶
第４木曜第２木曜黄色空きビン
第３金曜第３金曜橙色ペットボトル
第１木曜第３木曜白色白色トレイ・発泡スチロール

第１・３火曜第２・４火曜紫プラスチック製容器包装
第３水曜第１水曜（束ねて）紙パック・段ボール・新聞・雑誌
第２金曜第４金曜深緑色その他紙類

　今回、指定ゴミ袋の見直しを行い、従来のロール式から折りたたみ式に変更となります。店頭
ではロール式ゴミ袋の在庫がなくなり次第、この折りたたみ式のゴミ袋の取扱を始めます。��

� ���

�������	
�������������������
� ��������������������������������������������������������

　この変更に併せて、販売価格も４月１日から次のとおりとなります。
������������	
���	�������
��������
　　　　　　　（ロール式ゴミ袋であっても、４月１日以降は上記価格となります ）
　　　　※「プラスチック製容器包装」「その他紙類」の指定袋については、３月２０日以降に
　　　　　上記価格で販売を始めます。

��������	
��������	
��

●詳しくは、３月下旬に各世帯に配布します「ゴミの分け方・
出し方パンフレット」をご覧下さい。また同時に配布します
「ゴミ収集日・保健事業・ゴミ収集日・納税カレンダー」も
ご活用下さい。

・粗大ゴミについては、従来どおりどちらの地区も毎週木曜日回収（予約制）とします。
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　２月１１日（土）鹿部町総合体育館において子供力士２２名が参加し、小学生相撲大会が行われました。学
年別に分かれリーグ戦により１・２年生の部、３・４年生の部は優勝決定戦が行われ、力士達の豪快な上
手投げ、送り出しなど多彩な技とスピードあふれる取り組みに大声援がおくられていました。

������

順位勝敗佐々木海輝政坂翔利盛田恭次渡辺幹理松本涼太郎能代友輝

５１勝４敗××××〇能代友輝

６０勝５敗×××××松本涼太郎

１５勝０敗〇〇〇〇〇渡辺幹理

２４勝１敗〇〇×〇〇盛田恭次

４２勝３敗×××〇〇政坂翔利

３３勝２敗〇××〇〇佐々木海輝

順位勝敗佐藤陽亮平井亜室佐藤嵩将川村俊介伊藤孝介能代和輝木村斗哉能戸公士上平　樹

６３勝５敗×〇〇××〇××上平　樹

１７勝１敗〇〇〇〇〇〇×〇能戸公士

２６勝２敗〇〇×〇×〇〇〇木村斗哉

９０勝８敗××××××××能代和輝

２６勝２敗〇〇×〇〇〇×〇伊藤孝介

６３勝５敗××〇×〇××〇川村俊介

４４勝４敗〇××〇〇〇××佐藤嵩将

６３勝５敗×〇〇×〇×××平井亜室

４４勝４敗〇×〇×〇××〇佐藤陽亮

��������	


��������	


順位勝敗新田将也高橋彰人浦　圭佑鈴木祐冴

４０勝３敗×××鈴木祐冴

３１勝２敗××○浦　圭佑

２２勝１敗×〇〇高橋彰人

１３勝０敗○〇〇新田将也

��������	


順位勝敗松本夏季伊藤琴海山内彩聖

１２勝０敗○〇山内彩聖

２１勝１敗○×伊藤琴海

３０勝２敗××松本夏季

������

���

���
���

�

��������
��������
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平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確

１７

定
申
告
の
相
談
、
申
告
書
の
受

付
及
び
納
税
は
３
月　

日（
水
）、

１５

贈
与
税
の
相
談
、
申
告
書
の
受

付
及
び
納
付
の
期
限
は
３
月　
１５

日
（
水
）、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
確
定

申
告
の
相
談
、
申
告
書
の
受
付

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�

及
び
納
税
は
３
月　

日
（
金
）

３１

ま
で
で
す
。

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
書
等
は
前
年
の

「
確
定
申
告
書
の
控
え
」や「
確

定
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、

ご
自
分
で
作
成
し
、
お
早
め
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
送
付

に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
【��������������������
��������������������
】
で

は
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
が
簡
単

に
作
成
で
き
る
ほ
か
、
申
告
書

用
紙
な
ど
各
種
様
式
を
印
刷
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日

�
�
�
�

�
�
�
�

ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
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�
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�
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違
法
請
求
者
に
新
た
な
個
人

情
報
を
教
え
る
と
、
そ
れ
を
利

用
し
て
さ
ら
に
執
拗
に
違
法
請

求
を
繰
り
返
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

　

あ
と
で
証
拠
と
し
て
使
う
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
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�
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�
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�
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�
�

�
�
�
�
�

は
税
務
署
の
閉
庁
日
と
な
っ
て

お
り
、
相
談
等
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る

場
合
は
、「
送
付
」
又
は
税
務
署

の
「
時
間
外
文
書
収
受
箱
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

函
館
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（�
０
１
３
８－

３
１－

３
７

４
１
）

税
務
相
談
室
函
館
分
室

（�
０
１
３
８－

５
６－

７
７

５
５
）

� � � � � � �
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���������
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「
過
去
に
あ
な
た
名
義
の
電

話
回
線
で
使
用
さ
れ
た
有
料
番

組
や
電
子
通
信
料
金
、
消
費
料

金
等
に
つ
い
て
未
納
料
金
に
関

す
る
債
権
譲
渡
を
受
け
、
回
収

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。」
な
ど
と
い
っ
て
、
利

用
料
金
を
請
求
さ
れ
て
い
る
が
、

利
用
し
た
覚
え
が
な
い
…

　

こ
の
よ
う
な
請
求
書
が
送
ら

れ
て
き
た
ら

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	



　

違
法
な
請
求
で
す
の
で
、
放

っ
て
お
い
て
も
全
く
心
配
あ
り

��
�
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�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
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「
縦
覧
制
度
」
で
は
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
土

地
又
は
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を

記
載
し
た
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
　

４
月
１
日（
土
）

〜
５
月　

日
（
水
）【
た
だ
し
、

３１

土
・
日
及
び
祝
祭
日
の
閉
庁
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
〜
午
後

５０

５
時　

分
】

２０

�
�
�
�
�
　

税
務
課

�
�
�
�
　
　

無　

料

�
�
�
�
�
�
�
	

　

土
地
及
び
家
屋
の
価
格
等
縦

覧
帳
簿
（
所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格
が
記
載
）

・
縦
覧
で
き
る
方

　

町
内
に
土
地
、
家
屋
を
所
有

し
て
い
る
方
で
、
税
負
担
の
あ

る
方
（
課
税
標
準
額
が
免
税
点

未
満
の
方
は
税
負
担
が
な
い
た

め
、
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。）

【
免
税
点
：
土
地　

万
円

３０

　

家
屋　

万
円
】

２０

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

申
請
者
が
本
人
又
は
同
居
の

親
族
の
場
合
は
、
申
請
者
の
印

鑑
又
は
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
等
の
公
的
機
関
が
発
行
し

た
身
分
証
明
書
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
が
必
要
。

　

申
請
者
が
代
理
人
の
場
合
①

申
請
者
の
印
鑑
等
の
他
に
、
②

委
任
状
（
書
面
に
は
代
理
人
の

住
所
、
氏
名
、
委
任
者
の
住
所
、

氏
名
、
委
任
し
た
事
項
の
記
載

と
委
任
者
の
押
印
）
が
必
要
。

�
�
�
�
�

　

「
閲
覧
制
度
」
は
、
本
人
資

産
の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
を

ご
覧
頂
い
て
課
税
内
容
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
　

４
月
３
日
か
ら

期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。【
た
だ

し
、
土
・
日
及
び
祝
祭
日
の
閉

庁
日
を
除
く
午
前
８
時　

分
〜

５０

午
後
５
時　

分
】

２０

�
�
�
�
�
　

税
務
課

�
�
�
�

　

１
棟
又
は
１
筆
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

�
�
�
�
�
�
�
	

　

固
定
資
産
課
税
台
帳

�
�
�
�
�
�
�

　

町
内
に
土
地
、
家
屋
を
所
有

し
て
い
る
方

　

土
地
や
家
屋
の
借
地
、
借
家

人
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

申
請
者
の
印
鑑
又
は
運
転
免

許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要

　

借
地
、
借
家
人
の
方
で
閲
覧

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
賃
貸

借
契
約
書
な
ど
、
所
有
者
と
の

関
係
が
分
か
る
書
類
が
必
要
。
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�
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　森警察署管内では今年に入り、街頭犯罪である「侵入罪」、「自動車盗」が多発していますが、特に「自動車盗」は無施
錠による被害でした。
　車両を駐車するときはかならず、エンジンキーを抜き、ドアロックをしましょう。
　地域住民の方々はこれからも防犯意識を向上させ「犯罪のないまちづくり」をしていきましょう。

�������	
���������

　・速度や車間距離の確認、急発進・急加速・急ハンドル・急ブレーキはスリップ事故のもとです！
　　ひとりひとりが冬道を理解し、交通事故を起こさない、遭わないようにしましょう。

��������	
��

窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

２件０件１件１件２件町　内

��������	
����

物損事故傷者数死者数発生件数

１０件１人０人１件町　内

��������	
������

�������
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１
月
末
か
ら
、
携
帯
電
話
で

の
１
１
９
番
通
報
の
体
制
が
変

わ
り
、
鹿
部
町
内
で
通
報
す
る

と
、
基
本
的
に
北
斗
消
防
署
に

繋
が
り
ま
す
。
繋
が
っ
た
相
手

に
「
渡
島
管
内
鹿
部
町
で
す
。」

と
伝
え
る
こ
と
で
、
鹿
部
消
防

署
内
の
専
用
電
話
に
転
送
さ
れ
、

通
報
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

通
報
し
た
場
所
に
よ
り
、
森
町

消
防
本
部
や
函
館
消
防
本
部
、

室
蘭
市
消
防
本
部
へ
繋
が
る
場

合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
で
も

「
渡
島
管
内
鹿
部
町
で
す
。」と

相
手
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

鹿
部
消
防
署
へ
直
接
転
送
さ
れ

る
か
、
南
渡
島
消
防
本
部
所
在

地
で
あ
る
北
斗
消
防
署
へ
転
送

さ
れ
ま
す
。

　

直
接
、
鹿
部
消
防
署
へ
通

報
・
連
絡
し
た
い
場
合
は
、
０

１
３
７
２－

７－

３
３
３
１
番

へ
お
掛
け
下
さ
い
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
メ
モ

リ
ー
に
記
憶
す
る
、
短
縮
ダ
イ

ヤ
ル
に
登
録
す
る
等
で
、
迅
速

な
通
報
・
連
絡
が
可
能
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
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平
成　

年
６
月
１
日
以
降
に

１８

新
築
・
改
築
す
る
建
物
は
そ
の

時
点
で
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
お
住
ま
い
の
住
宅
は
、
平

成　

年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置

２３
し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
警
報
器
に
つ
い
て
は
、

　

防
災
設
備
取
扱
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
電
器
店
等
で
購
入

で
き
ま
す
。

　

安
価
な
も
の
で
２
千
円
か
ら

高
額
な
も
の
で
１
万
５
千
円
く

ら
い
ま
で
の
も
の
が
あ
り
、
電

池
式
の
も
の
等
、
自
分
で
簡
単

に
取
り
付
け
れ
る
も
の
か
ら
電

気
工
事
を
必
要
と
す
る
も
の
ま

で
、
取
付
方
法
は
色
々
あ
り
ま

す
の
で
、
購
入
時
に
販
売
店
で

お
聞
き
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
全

て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
点
検
も
義
務
付
け
ら

れ
た
な
ど
条
例
の
内
容
を
偽
っ

て
販
売
す
る
な
ど
の
悪
質
な
訪

問
販
売
等
に
は
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。
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※入学案内は葉書にて３月１５日発送いたしますので、お手元に届かない場合には、町教育委員会、学校教
育係（中央公民館内　電話７－３１２４）まで連絡願います。

※個人情報保護法により、児童名及び保護者名は掲載いたしませんのでご了承下さい。

�������	
������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																									








































���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������	
����

�������	
�������������������

��������	
������������������

�������	
��

�������	
������

���� �� ����������	
�����������

��������	
����������������

��� � � ���������	
�����

��� � � ������

��������	
��������	
������������

��� � � ���������	
������	

�������	
���	�������������������������

�������	
��������������

�������	
����������������������� !"#$%&�'()*+�,

� ������������������������



���������（１１）

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

水
道
事
業
会
計
で
は
水
道
料

金
の
検
針
票
及
び
納
付
書
の
様

式
が
４
月
か
ら
変
わ
り
、
内
容

に
つ
い
て
も
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
す
。

　

検
針
票
は
、
使
用
水
量
と
料

金
額
が
表
示
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
口
座
引
落
の
方
に
は
、
前

月
分
の
領
収
額
も
記
載
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

　

納
付
書
に
つ
い
て
は
、
Ａ
４

版
の
３
枚
折
り
に
な
り
ま
す
。

納
期
限
は
、
納
付
書
発
送
の
月

末
と
な
り
ま
す
。
納
期
限
を
過

ぎ
て
も
納
入
な
い
時
は
、
督
促

状
（
納
付
書
付
）
が
発
送
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
督
促
を
受
け
て

も
納
入
の
な
い
も
の
や
長
期
滞

納
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
は
、

催
告
状
が
発
送
さ
れ
一
定
の
基

準
に
基
づ
き
給
水
停
止
措
置
も

取
ら
れ
ま
す
。
完
納
に
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

口
座
引
落
に
つ
い
て
も
、
当

月
分
の
み
を
処
理
い
た
し
ま
す
。

残
高
不
足
等
で
振
替
不
能
の
場

合
は
即
時
納
付
書
が
発
送
と
な

り
ま
す
の
で
、
窓
口
で
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

滞
納
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い

状
況
の
な
か
で
、
苦
労
し
て
納

め
て
い
る
方
の
為
に
も
、
こ
れ

以
上
猶
予
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
水
道
課
水
道
係

　

℡
７－

２
１
１
１

（
内
線
６
２
）
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年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支

え
合
い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た

が
納
付
す
る
保
険
料
が
、
高
齢

者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
あ
な
た
や
家
族

の
年
金
権
を
守
る
た
め
に
も
、

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老

後
の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基

礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ

事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
生
計

を
維
持
し
て
い
る
人
が
亡
く
な

っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年
金
が

あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
付
期

限
ま
で
に
支
払
っ
て
い
な
い
と
、

こ
の
よ
う
な
年
金
給
付
を
受
け
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取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
二
年

間
を
経
過
す
る
と
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

た
め
、
将
来
、
受
給
す
る
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な

っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
納
付
書
」
で

金
融
機
関
・
郵
便
局
、
ま
た
は

お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
お
支
払
で
き
ま
す
。

　

国
道
２
７
８
号
鹿
部
バ
イ
パ

ス
の
工
事
に
伴
い
、
町
道
大
岩

１
号
線
（
渡
島
リ
ハ
ビ
リ
裏
通

り
）
の
大
岩
神
社
付
近
か
ら
常

呂
川
方
面
の
国
道
に
通
じ
る
約

２
０
０
ｍ
区
間
が
平
成　

年
４

１８

月
１
日
以
降
は
工
事
車
両
を
除

い
て
一
般
車
両
は
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ん

に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
事
情
を
ご
理

解
い
た
だ
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
水
道
課
土
木
係

　

℡
７－

２
１
１
１

（
内
線
６
３
）
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国会公務員採用Ⅲ種試験・刑務官採用試験・入国警備官採用試験・皇宮護衛官採用試験・航空保安大学生採用
試験・海上保安学校学生採用試験（特別）・海上保安学校学生採用試験・海上保安大学校学生採用試験・気象大
学校学生採用試験
�������	

国家公務員採用Ⅰ種試験・国家公務員採用Ⅱ種試験・国税専門官採用試験・法務教官採用試験・労働基準監督
官採用試験・航空管制官採用試験
�������	
������
人事院北海道事務局　電話（０１１）２４１－１２４８又は
役場総務防災課総務係　電話７－２１１１へお問い合わせ下さい。

３月６日から住所表記が変わります。住民登録システムの変更に伴い住所の地番号に枝番がある住民票につい
ては���文字を掲載しないことになります。（例）鹿部町字○○１０番地の５→鹿部町字○○１０番地５
　これは、土地登記簿の地番号に���の文字の記載がないため、統一化を図るためです。
　また、今まで住民票、印鑑登録証明書に朱色で押印されていた証明印も�������に変わり、�����
�������	
�����������������������
ご不明な点がありましたら、民生課戸籍係までお問い合わせください。　�７－２１１１（内線４５・４６）
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平成１８年１月３１日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，７９８世帯（＋４）
　男　　２，３８３ 人 （－３）
　女　　２，４９２ 人 （－８）
　計　　４，８７５ 人 （－１１）

●６５歳以上の人口 １，０７０人
　高齢化率　　　　２１．９％
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進
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歳 �
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伊　

藤　
　
　
 
黎 
く
ん 

れ
い

笠　

谷　
 
大 　
 
地 
く
ん 

だ
い 

ち

�
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昌　

彦

大　

介 �
�宮

浜
宮
浜
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